
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　
　 色空間を表したマップ上に表示した画像を 任意の位置に移動 画像
処理パラメータを決定し、かつその任意の位置に対応した画像処理を前記移動後の画像に
施すことを特徴とする画像処理方法。
【請求項２】
　 前記移動は、前記画像のドラッグもしくは、 記マップに隣接したシンボルを
指示することで行なわれることを特徴とする請求項１項記載の画像処理方法。
【請求項３】
　前記シンボルへの指示により、前記画像処理パラメータの微調整を行なうことを特徴と
する請求項 項記載の画像処理方法。
【請求項４】
　更に、明るさもしくはコントラストの少なくとも一方を調整するもので、前記画像処理
パラメータは画像の明るさ、コントラストの調整結果も含まれることを特徴とする請求項
１項記載の画像処理方法。
【請求項５】
　前記シンボルは、ボタンもしくサムネイル画像であることを特徴とする請求項 項記載
の画像処理方法。
【請求項６】
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　前記マップは色調整可能な範囲を示し、前記画像の位置は色調整の状態を示すことを特
徴とする請求項１項記載の画像処理方法。
【請求項７】
　前記移動のために、前記マップが移動することを特徴とする請求項１項記載の画像処理
方法。
【請求項８】
　
　 色空間を表したマップ上に表示した画像を 任意の位置に移動 画像
処理パラメータを決定する手段、かつその任意の位置に対応した画像処理を前記移動後の
画像に施す処理手段とを有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項９】
　
　 色空間を表したマップ上に表示した画像を 任意の位置に移動 画像
処理パラメータを決定するコード、かつその任意の位置に対応した画像処理を前記移動後
の画像に施すコードを有することを特徴とするプログラムが格納された記憶媒体。
【請求項１０】
　
　 色空間を表したマップ上に表示した画像を 任意の位置に移動 画像
処理パラメータを決定するコード、かつその任意の位置に対応した画像処理を前記移動後
の画像に施すコードとを有することを特徴とするプログラム。
【請求項１１】
　色空間を表したマップ上の任意の位置を指示し、
　前記色空間を表したマップ上に表示した画像を前記指示した任意の位置に移動して画像
処理パラメータを決定し、かつその任意の位置に対応した画像処理は前記移動後の画像に
反映されることを特徴とする画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、画像処理方法、画像処理装置、記憶媒体並びにプログラムに関するものである
。
【０００２】
【従来の技術】
従来図８のように、スライダやスピンボックスなどのコントローラを使ってＲ，Ｇ，Ｂ別
に画像調整が行なわれていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の方法では、ユーザはＲＧＢ成分毎に設定するパラメータ値から色調
整結果を推測させねばならなく、感覚的な操作を行いづらかった。また図８のようにＲ，
Ｇ，Ｂ成分毎のパラメータ値を反映したプレビュー画像を補助的にＲＧＢ成分毎の調節用
のコントローラと並記する方法もあるが、これでもコントローラの設定とコントローラに
並べて配置されたプレビュー画像の変化を見比べながら調整を行わねばならず使いやすさ
の面で改善する余地があった。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明は従来が有する課題を解決し上述の目的を達成するために、以下の構成を有するこ
とを特徴とする。
【０００５】
　 色空間を表したマップ上に表示し
た画像を 任意の位置に移動 画像処理パラメータを決定し、かつその任意
の位置に対応した画像処理を前記移動後の画像に施すことを特徴とする。
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【０００７】
【発明の実施の形態】
（第１の実施の形態）
以下、本発明に係る一実施形態を、添付図面を参照して詳細に説明する。尚、以下説明す
る各実施例ではカラープリンタを例に用いているが、モノクロプリンタに関しても同様に
実施可能であることは言うまでもない。また記録形式としては電子写真方法、インクジェ
ツト方法、熱転写方法のいずれであってもよい。また、各実施例では２値化処理を例に用
いるが、４値化や８値化といった他の変換処理を用いる多値プリンタに関しても同様に実
施が可能である。
【０００８】
本実施形態の画像処理装置は、アプリケーションから送出される出力制御用のコマンド形
式のデータやイメージデータといった画像データを解析する解析手段と、該解析手段によ
って解析された結果にしたがって出力用のデータに展開する展開手段と、該展開手段での
展開の際に画像データに対して画像処理を行なう画像処理手段と、当該画像処理手段の一
部を構成し、画像データに色処理を行う色処理手段と、前記画像処理手段の一部を構成し
、前記色処理手段において後述する設定手段の設定に従って使用する色処理パラメータを
切り替える色処理パラメータ切り替え手段と、前記画像処理手段の一部を構成し、後述す
る設定手段の設定に従って画像を拡大縮小および複写する等の画像加工を行う画像加工手
段と、本画像処理装置の使用者が使用目的に応じて外部の入力装置を用いて画像処理に関
する設定を行うための設定手段と、該設定手段によって設定された値を格納するための設
定値格納手段と、前記展開手段によって展開された画像データを外部の表示装置に出力す
るための表示手段と、前記展開手段によって展開された画像データを外部の印刷装置に出
力するための印刷手段を有している。
【０００９】
アプリケーションから入力された画像データを解析手段によって解析した結果に基づいて
、前記展開手段によって表示用のデータへの展開を行う際には、前記画像加工手段によっ
て前記画像データを縮小しサムネイル画像として、該画像に対する色処理パラメータを前
記色処理パラメータ切り替え手段によって切り替えながら展開を行い、前記表示手段によ
って外部の表示装置に表示を行なう。
【００１０】
前記設定手段によって該表示されたサムネイル画像を見ながら色調整を行う際には該設定
手段により該表示画面上の画像を後述するように選択移動させ、該操作に応じて前記色処
理パラメータ切り替え手段によって色処理パラメータを切り替えて同様に展開を行い、切
り替えられた色処理パラメータを用いて展開されたサムネイル画像を前記表示手段によっ
て外部の表示装置に表示を行なう。
【００１１】
該表示された画像を印刷する際は前記画像加工手段によって印刷用の画像データに加工し
た後、前記色処理パラメータを用いてアプリケーションから入力された画像データを前記
展開手段によって展開し、該展開データを前記印刷手段によって外部の印刷装置へ出力す
る。
【００１２】
最終的な印刷を得る際は元画像データに対して前記設定手段によって設定した最終的な色
処理パラメータを用いて前記展開手段によって展開し、前記印刷手段によって外部の印刷
装置へ出力する。
【００１３】
このように本実施形態では、前期設定手段は、色空間マップ上の任意の位置に対応した色
処理を画像に施す方法と、その色空間マップ上の画像自体をユーザの指示によって自由に
動かす方法と、色空間マップ上の画像を任意の方向に固定して動かす方法を有する。よっ
てユーザは所望の色を得るための色調整が感覚的に分かりやすくかつ選択が容易となり、
ユーザの好みや使用状況に応じた効率的かつ最適な操作を選ぶことができる。
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【００１４】
以下、本実施形態について詳細に説明する。
【００１５】
図１は上述した本発明に係る一実施形態の画像処理装置の構成を示すブロック図である。
【００１６】
図１において、１は画像処理装置、２は画像データをユーザが描画編集するためのアプリ
ケーションであり、３は本画像処理装置からの出力データに基づき印刷画像を形成する印
刷装置であり、４は本画像処理装置からの出力データに基づき表示画像を形成する表示装
置であり、５は外部から様々な設定を行うための入力装置である。
【００１７】
１１はアプリケーション２から転送される画像データを解析する解析部１１である。該解
析には例えばアプリケーションの特有の画像記述形式を本画像処理装置内で処理する画像
データに変換する処理等も含まれる。１２は前記解析部１１による解析に従って様々な処
理を行い、後述する出力部が出力する際に用いる出力データに変換する展開手段を形成す
る展開部１２である。１３は該展開部１２の中にあって特に画像データに対する処理を行
うための画像処理部１３である。１３１は該画像処理部１３の中にあって特に前述した色
処理を行うための色処理手段を形成する色処理部１３１である。１３２は前記画像処理部
１３の中にあって、前記色処理部１３２が色処理を行う際のパラメータを切り替えるため
の色処理パラメータ切り替え部１３２である。１３３は前記画像処理部１３の中にあって
、前記解析部１１から送られる画像データに対して縮小、拡大、複製等の加工をするため
の画像加工部１３３である。
【００１８】
１４は前記加工された画像データや様々な設定画面を外部の表示装置に表示するための処
理を行なう表示部である。１５は本画像処理装置の使用者が用途に応じてマウスやキーボ
ードといった外部の入力装置を用いて設定を行なうための処理を行なう設定部１５である
。本実施例では該表示部１４および該設定部１５によりモニタ上に調整用画面や出力モー
ド設定画面をグラフィカルに表示し、使用者に設定させうるものである。該設定に関する
詳細は図３、４にて後述する。１６は前記設定部１５によって設定された設定値を格納す
る設定値格納部１６である。１７は前記展開部１２によって展開された出力用の画像デー
タを外部の印刷装置３に出力するための処理を行なう印刷部１７である。
【００１９】
なお、上述の各部はバスを介して接続されている不図示の記憶手段に記憶されているプロ
グラムに基づき、不図示のＣＰＵによって制御されている。
【００２０】
本実施形態において印刷装置３はカラーレーザービームプリンタまたはカラーインクジェ
ットプリンタである。出力される画像データは１頁分のビットマップ形式のデータであり
、ＣＭＹＫ４色用にそれぞれ用意される。印刷部１７は該画像データを印刷装置３へ送出
し、印刷装置３は出力用のインクであるＣ（シアン）、Ｍ（マゼンタ）、Ｙ（イエロー）
、（Ｋ（ブラック）の各インクを用いて記録媒体に画像を形成する。尚、印刷に用いる色
材はＣＭＹＫに限らずＣＭＹＫＬｃ（ライトシアン）、Ｌｍ（ライトマゼンダ）、ＣＭＹ
ＫＯ（オレンジ）、Ｇ（グリーン）等であっても良いことは言うまでもない。
【００２１】
図２に、画像処理部１３が解析部１１から画像色信号を入力し、表示部１４もしくは印刷
部１５への出力用の色信号を形成する際の処理の流れを示す。
【００２２】
まず、設定値格納部１６に格納されている情報を参照する。ここで該情報について説明す
る。該情報は、使用者の設定に応じている。
【００２３】
以下図３を用いて、設定値格納部１６への設定値の設定プロセスを説明する。かかる設定
に用いるグラフィカルに表示される該調整用画面を用いて以下設定の説明を行う。図３は
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前記表示部１４を経て外部表示装置４へ表示される調整用画面である。図３の３０１は色
相調整用の領域であり、色相調整時に現在調整中のサムネイル画像３０２がどのように調
整されているかを感覚的に示すためのもので、以降色空間マップと記述する。色空間マッ
プ３０１は、中心は無彩（白ｏｒ黒）で、外ほど彩度か高くなる様着色されている。又、
３０３近傍は「グリーン」、３０４近傍は「イエローグリーン」に着色され、３０３から
３０４に近づくほどイエローが強くなる。３０３→３０４→３０５→３０７→３１０→３
０９→３０８→３０６→３０３順に色空間マップ３０１は「グリーン」→「グリーンイエ
ロー」→「イエロー」→「レッド」→「マゼンタ」→「ブルーマゼンタ」→「ブルー」→
「シアン」→「グリーン」と色が徐々に変化していく様着色されている。該色空間マップ
３０１上には１つのサムネイル画像３０２を有し、該色空間マップ３０１の周りには８つ
の色調整ボタン３０３を伴う。
【００２４】
色空間マップ３０１のマス目上でマウス、キーボード等の入力装置５を介してユーザがサ
ムネイル画像３０２を自由に配置することによって、その時点におけるサムネイル画像３
０２の色空間マップ上における相対的な位置により決まる情報を色処理パラメータとして
設定できるものである。色空間マップ３０１は調整可能な領域を示すインジケータを表し
、サムネイル画像３０２の移動範囲を表す意味を持っている。色空間マップ３０１上のサ
ムネイル画像３０２は、マウス等のポインティングデバイス（入力装置５）を使ってサム
ネイル画像３０２自身をドラッグさせながら移動することもできれば、色空間マップ３０
１上をマウス等のポインティングデバイスでクリックすることによって、サムネイル画像
３０２をそのクリックした位置に瞬時に移動することもできる。サムネイル画像３０２が
色空間マップ３０１の端に到達した場合は、それ以上該方向への調整はできない。よって
色空間マップは調整可能な範囲を示している。
【００２５】
更に最新の色調整結果はサムネイル画像３０２自身に反映しており、色空間マップ３０１
上の位置情報だけでなく、サムネイル画像３０２自体の色から現在の色調整状態の確認が
可能となっている。
【００２６】
色空間マップ３０１の周辺に位置する８つの色調整ボタン（シンボル）はそれぞれ「グリ
ーン」ボタン３０３、「イエローグリーン」ボタン３０４、「イエロー」ボタン３０５、
「シアン」ボタン３０６、「レッド」ボタン３０７、「ブルー」ボタン３０８、「パープ
ル」ボタン３０９、「マゼンタ」ボタン３１０と呼び、それぞれのボタンを押下すると、
ボタンに付けられた色名称の色パラメータを増加することができるものであり、かつサム
ネイル画像３０２は、押下した色調整ボタン３０３～３１０の位置に近づくように色空間
マップ上を移動する。本実施例では８色を用いて説明するが、これら以外の有彩色でも適
用可能である。
【００２７】
例えば使用者が緑を強くした画像を所望する場合は、外部装置であるマウスに代表される
ポインティングデバイスである入力装置５から前記設定部１５を経て、サムネイル画像３
０２を掴んでドラッグして色空間マップ３０１上の左上の部分に移動させる、あるいは色
空間マップ３０１内の左上の領域をクリックする、もしくは「グリーン」ボタン３０３を
押下する三通りの方法を選んで達成することができる。「グリーン」ボタン３０３を押下
した場合は、それと同時にサムネイル画像３０２が色空間マップ３０１上を上に１マス左
に１マス移動する。サムネイル画像３０２が移動したことにより、サムネイル画像３０２
は緑を強調した画像に変化する。このような動作を繰り返すことによりサムネイル画像３
０２を所望の色に設定する。
【００２８】
画面上の「グリーン」というボタン名称から判断して「グリーン」ボタン３０３の押下を
選んだ場合は、より細かく確実に緑を強くする操作が可能となっている。
【００２９】
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このように色空間マップ上の色処理を施した画像の位置を直接変えることで色調整を行う
方法と、色空間マップの周りに並べた「レッド」「ブルー」「イエロー」「グリーン」「
シアン」「マゼンタ」「イエローグリーン」「パープル」の８つのボタンを用いて選択的
に色調整を行う方法の二つを有する。前者は使用者が色空間マップ上の色や色処理を施し
たサムネイル画像３０２の位置から類推して、その色に感覚的に近付けたい場合に有効な
操作を行えるし、後者は上述のように色調整ボタンに対するユーザ指示に応じて１マスず
つマップ上のサムネイル画像３０５を動すことで、色調整ボタンに付けた各色名称から類
推して、より正確に細かく選択（色調整の微調整）を行う際に有効な操作が行える。した
がって、前者の方法で、サムネイル画像３０５の大まかな色調整を行なった後、後者の方
法でサムネイル画像の色調を正確に微調整すると効率よい色調整が可能となる。
【００３０】
元の画像３１１（調整前の画像）は調整を行う前のオリジナル画像を表し、調整後の画像
３１２はサムネイル画像３０２と同じ色調整パラメータを用いて処理した画像を表す。使
用者は調整前の画像３１１と調整後の画像３１２を見比べることにより、調整による変化
の程度を容易に認識できるのでより確実性を持った色調整が可能となる。
【００３１】
調整後の位置３１３は色空間マップ３０１におけるサムネイル画像３０２の位置情報を示
す。該値は本実施例ではｘ，ｙそれぞれ－５～０～＋５の値をとり、中心である０，０が
未調整の状態に対応する。使用者はこの座標情報から、より確実性を持った色調整が行え
るし、座標情報を覚えておくことで、同じ画像（もしくは別の画像）に再度同じ色調整を
行う際に、前回の設定値を呼び出すことが容易となる。なお本実施例では調整の範囲を－
５～０～＋５としているが、それ以外の値での実施も可能である。
【００３２】
調整の対象ボタン３１４を押下すると、図４の調整の対象ダイアログを呼び出す。図４の
調整の対象ダイアログ上のチェックボックスを操作することにより、処理対象画像を構成
する写真、グラフィクス、文字といったオブジェクトに対し個別に図３の色相、及び後述
の明るさ、コントラストの調整を設定でき、より詳細かつ的確な色調整が行える。
【００３３】
明るさスライダ３１５及びコントラストスライダ３１６は、サムネイル画像３０２及び調
整後の画像３１２の明るさとコントラストの強弱を調整するものであり、今実施例ではそ
れぞれ－５～０～＋５の値を取る。このように明るさスライダとコントラストスライダを
色相調整と同じ画面内で設定できることによって、色調整中に明るさを変更したり、コン
トラストを変更してみてから色調整を変更したりと自由な順序で調整が可能となり色調整
、明るさ調整、コントラスト調整を踏まえた色処理パラメータを決定し、それを用いて画
像の展開、外部印刷装置への出力ができる。
【００３４】
よって色調整と明るさとコントラストの関係性をより直感的に判断した結果を即座に画像
調整に反映させることができる。
【００３５】
前述の調整後の位置３１３と同様に本実施例では明るさ、コントラスト調整の範囲を－５
～０～＋５としているが、それ以外の値での実施も可能である。また明るさやコントラス
トだけでなく、あざやかさなどの他の画像処理に関するコントローラを配置した際も適用
してもよいことはいうまでもない。また明るさ、コントラストはかならずしも同時に調整
できなくとも明るさのみ、コントラストのみいずれか一方だけが調整できても良い。
【００３６】
標準に戻すボタン３１７は、ユーザにより既に設定済みの色調整や明るさ／コントラスト
の設定値を標準に戻すものであり、このボタンを押下するとサムネイル画像３０２は色空
間マップ３０１の中心に移動し、色処理も元に戻る。
【００３７】
なお上記サムネイル画像としては、処理対象画像を加工して作っても良いし、予め色、明
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るさ、コントラスト調整用に予め用意された見本画像を用いても良い。
【００３８】
（第２の実施の形態）
図５及び図６及び図７は図３で説明した実施形態の変形例である。
【００３９】
図５は図３と比べて色空間マップ３０１の周辺の８つの色調整ボタン３０３～３１０をス
ライダ５０１と５０２に変更したものである。このようにボタンではなくスライダとした
際でも複数の操作方法を与えることでも、サムネイル画像を色空間を表したマップ上に表
示し、ユーザの指示によりサムネイル画像と色空間を表したマップとの位置や色の関係を
変化させることを可能とし、そのサムネイル画像とマップとの位置や色に対応した画像処
理をサムネイル画像あるいはマップに施すことによって、現在の設定状況を位置情報と画
像処理情報からユーザにより感覚的に伝えることが可能となり、ユーザは色調整に際し直
接的な操作が実現でき、所望する色を素早く求めることが可能となる。更に第１の実施例
同様サムネイル画像と色空間を表したマップとの位置や色の関係を変化させる方法を複数
提供し（スライダを用いた移動、色空間マップ上のエリアをクリックすることによるサム
ネイル画像の移動、色調整ボタン）、ユーザは所望の色を得るために最適な操作を選ぶこ
とで、ユーザの好みや使用状況に応じた効率的かつ容易な操作が実現可能となるという効
果が得られることは明らかである。
【００４０】
また図６は色空間マップ３０１の周辺の８つの色調整ボタン３０３～３１０（シンボル）
をサムネイル画像と同等の画像ボタンとしたものである。それぞれ８つの色調整ボタンを
押下した後の色空間マップ上のサムネイル画像の変化量を、８つの色調整ボタン自身で確
認することができ、より直感的な操作が可能となるものである。
【００４１】
更に図７は色空間マップとサムネイル画像の関係性を違った表現で表すものである。図３
はサムネイル画像３０２が移動かつ画像処理を施すことで色空間マップ３０１との関係性
を表すものであるが、図７はサムネイル画像は画像処理を施されるのみで、色空間マップ
が移動してサムネイル画像に施された色調整の状態を表すものである。このように色空間
マップとサムネイル画像の位置関係により現在設定されている色調整の状態を表すことが
可能である。尚、色空間マップとサムネイル画像の位置関係を操作者に報知するために、
色空間マップ、サムネイル画像のどちらか片方の位置を変化させるだけではなく、両方を
変化させることで色空間マップとサムネイル画像の位置関係を操作者に報知してもよいこ
とはいうまでもない。
【００４２】
以上の実施形態１、２の構成により（１）サムネイル画像を色空間を表したマップ上に表
示し、ユーザの指示によりサムネイル画像と色空間を表したマップとの位置や色の関係を
変化させることを可能とし、そのサムネイル画像とマップとの位置や色に対応した画像処
理をサムネイル画像あるいはマップに施すことによって、現在の設定状況を位置情報と画
像処理情報からユーザにより感覚的に伝えることが可能となり、ユーザは色調整に際し直
接的な操作が実現でき、所望する色を素早く求めることが可能となる。（２）サムネイル
画像と色空間を表したマップとの位置や色の関係を変化させる方法を複数提供し（サムネ
イル画像のドラッグ、移動、スライダを用いた移動、色空間マップ上のエリアをクリック
することによるサムネイル画像の移動、色調整ボタン）、ユーザは所望の色を得るために
最適な操作を選ぶことで、ユーザの好みや使用状況に応じた効率的かつ容易な操作が実現
可能な設定である。（３）色調整だけでなく、明るさやコントラストなどの他の画像処理
パラメータを、画像処理を施した画像と色空間を表したマップとの関係に反映することが
でき、ユーザはあらゆる面からの画像処理を集約して確認しながら設定を行うことができ
る。
【００４３】
（他の実施の形態）
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また、即ち、上述した実施の形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコードを記
録した記憶媒体（または、記録媒体）を、システムあるいは装置に供給し、そのシステム
あるいは装置のコンピュータ（または、ＣＰＵやＭＰＵ）が、記憶媒体に格納されたプロ
グラムコードを読み出し、実行することによっても達成されることは言うまでもない。こ
の場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が、上述した実施の形態の機能
を実現することになり、そのプログラムコードを記憶しはＣＤ、ＭＤ、メモリカード、Ｍ
Ｏ等のさまざまな記憶媒体に書き込み可能である。
【００４４】
また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、上述した実施
の形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュ
ータ上で稼働しているオペレーティングシステム（ＯＳ）等が、実際の処理の一部または
全部を行い、その処理によって、上述した実施の形態の機能が実現される場合も含まれる
ことは言うまでもない。
【００４５】
さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張カードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた
後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張カードや機能拡張ユニットに備
わるＣＰＵ等が、実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって、上述した実施
の形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【００４６】
【発明の効果】
本発明によれば、使用者がより直感的で簡便な操作が実現できる。
【００４７】
複数の画像処理結果の違いを視覚的に理解できるため、より簡便に希望の画像処理を設定
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施形態における画像処理装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】本実施形態における設定手順を示したフローチャートである。
【図３】本発明における画像調整設定部のひとつの実施形態を説明する図である。
【図４】本発明における調整の対象設定部のひとつの実施形態を説明する図である。
【図５】本発明における画像調整設定部のひとつの実施形態を説明する図である。
【図６】本発明における画像調整設定部のひとつの実施形態を説明する図である。
【図７】本発明における画像調整設定部のひとつの実施形態を説明する図である。
【図８】本発明の従来を示す図である。
【符号の説明】
１　画像処理装置
１１　解析部
１２　展開部
１３　画像処理部
１４　表示部
１５　設定部
１６　設定値格納部
１７　印刷部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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